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中央自動車道渋滞対策沿線経済団体協議会 



中央自動車道における渋滞対策の促進について 

 

 中央自動車道の渋滞は、物流の停滞、企業立地や観光客誘致への障害、

燃費悪化による経費増大など、長年、沿線の経済界に悪影響をもたらして

きました。 

 そのような中、首都圏及びその近郊における高速道路網においては、圏

央道や外環道の全通に向けた整備拡充、東名横浜町田ＩＣ～海老名ＪＣＴ

間の付加車線の完成と一部運用開始、中部横断自動車道山梨－静岡間開通

など、渋滞緩和策や道路網の拡充などが年々図られてきています。 

 中央道においても、渋滞緩和策としてこれまでに、上り線調布インター

チェンジ付近における付加車線の設置、同じく上り線三鷹バス停付近の道

路線形の改良が完了し、現在は、小仏トンネルを含むその前後の上り三車

線化や下り線相模湖バス停付近の登坂車線新設工事、また上り線三鷹バス

停付近の付加車線設置事業が進められています。 

 これらについては大いに評価する一方、新たな懸念事項も予期されます。 

 新型コロナの影響から登場した新しい消費動向、すなわち生活必需品ま

でもネット購入するという生活スタイルは、ニューノーマル（新常態）と

して定着し、こういった風潮は、必然的に物流需要の急増を促し、現状の

交通網に弊害を及ぼすことも予想されます。 

 今後、アフターコロナにおいて急速に景気回復が進んだ場合、物流や観

光客の急増により一気に深刻な渋滞を招く恐れがあります。また、昨今の

燃料・原料高によるコストアップで、企業は経営体力を奪われています。 

 新型コロナによって疲弊した経済界においては、渋滞による燃費の負担

を最低限に抑え、アフターコロナの景気回復の波に乗り、機会を逃さず、

その恩恵を享受したいと考えます。  

 すなわち、渋滞対策により定時性が確保されることが、観光や物流をは

じめ様々な業界に、又広範な地域に経済効果が最大限発現されることとな

ります。そのためにも渋滞対策事業は早期に完成させる必要があります。 

 中央自動車道の渋滞解消に向けて、事業中区間の一日も早い完成と更な

る検討が進み、速やかに対策が実施されることは、沿線地域の経済界にと

って大いに期待されるところです。 

 つきましては、本協議会の総意として、次の事項を強く要望します。 



 

記 

 

１．中央自動車道上り線小仏トンネル付近と、下り線相模湖付近及び三鷹

バス停付近の渋滞解消に向け、渋滞対策事業を早期に完成させること

また、渋滞解消のための更なる検討を引き続き行うこと 

 

２．渋滞対策事業の完成予定時期を明確にすること 
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